新人看護婦の職場適応に関する調査：態度、行動、意識調査より by 青木 利津子 & 洲見
第3群　3～3
新人看護婦の職場適応に関する調査
　　　一態度、行動、意識調査より一
看護部　○青木利津子　洲見
　1．はじめに
　態度、行動、意識の教育評価は極めて難しい。その
理由は、評価方法や評価基準が明確化されていないた
め、評価者の棚1」的感情や意識によって影響を受ける
ことが大きい点にあるといわれている。
　堀1）は、「客観的な尺度のない態度を評価測定するこ
とは極めて困難である。」と指摘しているが、評価す
る側と、される側両者の主観的な見方が大きくなれば
なるほど、評価尺度のいずれもそれだけ大きくなる。
　そこで今回は、新人看護婦に必要と思われる、職場
に於ける態度、行動、意識に関する評価を、新人看護
婦による自己評価のみで実施することとした。
　ここから得られる結果より、就職4ケ月目の新人看
護婦が職業人として、どのような認識をもって職務に
従事しているかを知り、今後の現任教育ならびに情意
領域の育成面を充実させることを目的として調査を行
ったので報告する。
　2．研究方法
　1）調査対象：新人看護婦102名（表1参照）
　2）調査期間：平成2年7月3日～10日
　3）調査内容：「A：職場オリエンテーション（以
下、Aという）」「B：業務適応（以下、　Bという）」
「C＝仕事の側面（以下、Cという）」「D：行動上
の側面（以下、Dという）」「E：人閻関係について
（以下、Eという）」　「F：職場に於ける基本的態度
（以下、Fという）」　rG：気持のゆとり（以下、　G
という」の7側面、42調査項目のアンケート用紙を作
成し配布した。
　4）調査方法：就職後4ケ月目フォロー時のアンケ
ートによる。回収率は100％であった。
　評価方法は、「4一十分満足である・十分出来る」
「3一まあまあ満足・まあまあ出来る」　「2一やや不
満が残る・あまり出来ない」「1＝不満である・出来
ない」の4段階評価とした。
表1対象群の内訳（4カ月目フォロー時）
平成2年
V卒業生
平成2年
ﾈ前卒業生 合計
本校（東回）
ｲ業生 48名 1名 49名他校（短大・
・学部含む） 38名 15名 53名卒業生
総　　　数 86名 16名 102名
　3，調査結果
　1）〔図1〕は、「A」～「G」の7側面別に4段
階評価の百分率を表したものである。
　①「評価4」の回答が最も多かったのは、「A」の
66．79％であった。　「B」～「G」においては、16．01
～39．22％とはらついている。
　②「評価3」については、ほぼ平均しており、　53
～54％前後である。
　③「評価2」については、「A」の2．45％～「D」
の30．39％とばらっきが大きい。
　④「評価1」の回答が最も多かったのは、「G」の
16．27％である。
　2）〔図2〕は、アンケート結果を「平成2年3月卒
業生86名（以下、平2卒という）」と「平成2年前卒：
業生16名（以下、平2前田という）」に分け、rA」
～「G」の7側面別に4段階評価の百分率を出し、棒グ
ラフ化したものである。黒が「平2卒」、斜線が「平
2前卒」を表している。
　全体を見渡すと、「評価4」の回答は、　「平成
2前部」が「平2卒」を「F」以外のすべての側面に
おいて上回っている（詳細は〔図2〕参照）。
　3）〔図3〕は、「本校卒業生49名（以下、本校卒
という）」と「他校卒業生53名（以下、他校卒という）」
に分け、〔図2〕と同じ要領でグラフ化したものであ
る。黒が「本校卒」、斜線が「他校卒」である。
　これを見ると、評価4」は「A」～「G」の
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図1　新人看護婦の態度と行動・意識の自己評価の比較
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図2　平成2年3月卒業生と平成2年前卒業生の自己評価比較
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図3　本校卒業生と他校卒業生の自己評価比較
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すべての側面で「本校卒」が「他校卒」を上回ってい
る。
　特徴的であるのは、「A」　についての評価回答
の順が「本校卒」・「他校卒」ともに「4」　「3」
「2」　「1」の順に減っていることである。なお「評
価」については「他校卒」の回答は0であった。
　4）〔図4〕は、現在の仕事に対する意欲について、
所属系統別にまとめたものである。
「評価4・3」を合わせたもので、
価2・1」を合わせたものである。
　o
意欲を持っていると答えている。
　＠
CCC、救命）で37．5％である。
　＠
「ある」の方は、
「ない」は、　「評
産婦人科系・OP室においては、100％の人が
最：も意欲を持っていない所は、特殊（NICU、
　　意欲の高い順に並べると、産婦人科系、OP室、
小児科系、外科系、混合、内科系、外来、特殊の順と
なる。
　5）〔表2〕は、個人別に評価の平均を出し、高い
順に5名、低い順に5名を並べたものである。
　①　両者とも第1位の卒業年度、卒業校等の背景が
全く同じである。
　②　両者とも第2位～第5位までの卒業年度が、す
べて「平2卒」である。
　③　評価点の低い5名全員が「他校」出身者である。
　④　所属系糊ljの特徴としては、高い方は小児系、
産婦人科系が2名ずつで、低い方は、内科系、外科系
が2名ずつである。
　6）〔表3〕は、アンケートの調査項目をそれぞれ
の側面別に、評価点の高い順、つまり達成率の高い順
に並べたものである。この達成率は、「評価4・3」
を合わせたものの百分率を表している。
　①rA」は、全項目が90％以上の達成率（平均96．　gy
％）である。
　②「B」の達成率（平均70．6％）は低く、特に「手
際よく仕事を片付けられますか」　（No．12）は44％で、
Bの調査項目中最低である。
　③「C」は、全項目が70～80％台の達成率（平均
78，75％）である。
　④「D」（平均66．33％）では、「自分は自信のあ
る行動をとる事が出来ますか」　（Na　20）一　48％、「仕
事がパニックになった時、落着いた行動がとれますか」
（No．　19）一36％の2項目は、特に低い。
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図4　現在の仕事に対する意欲
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　⑤「E」は、80～90％の達成率が5項目、70～60
％の達成率が2項目である（平均86．57％）。
　⑥「F」は、　「自分の素直な気持ちを他人に出せ
ますか」　（No．　37）の65％を除いて、80～90％の達成
率（平均86．5％）である。
　⑦「G」の平均達成率は、7「側面中」最低の53．4
％である。中でも、「家に帰ってから本を読む時間を
つくれますか」（No．　39）が39％、「新聞は毎日読んで
いますか」　（No．　38）が30％と、平均を下回っている。
　4．考　察
　1）「A」の達成率が高かったことから、臨床側の
導入、各指導、フォローは良かったと見てよい。
　2）　rD」や、「F」の結果から、自分の行動に自
信がないことや、表現力に乏しいことが読み取れる。
　3）人間関係については、同僚や上司との関係は良
好と思われるが、患者との対応がやや弱い傾向にある。
　4）「G」の達成率が7側面中最も低かったが、
就職後4ケ月目では、新人はまだ気持のゆとりを持て
ないのが当然のことと思う。しかし、「余暇は自分な
りに工夫して楽しんでいますか」　（No．　4ユ）の達成率が
表2　個人別平均評価点数
高平均値
順位 平均点 卒業年 卒業校 学校稀別 所属系統別
1 3．81平2獄卒 他校 専円学校 小児科
2 3．81平2卒 本校 専門学校 外　来
3 3．79平2卒 他校 専門学校 小児科
4 3．74平2卒 他校 助産婦学尋 産婦人科
5 3．64平2卒 本校 馴『学校 産婦人科
低平均値
順位 平均点 卒業年 卒業校 学校種別 所属系統別
1 2．02平2前卒 他校 専円学校 小児科
2 2．07平2卒 他校 専円学校 内　科
3 2．19平2卒 他校 専円学校’ 外　科
4 2．4 平2卒 他校 専門学校 外　科
5 2．4 平2卒 他校 大学短大 内　科
75％であることから、自分なりにストレスの解消は出
来ていると見てよいだろう。また、　「新聞は毎日読ん
でいますか」（No．38）一一達成率30％や「家に帰ってか
ら本を読む時間をつくれるか」（No．39）一一達成率39％
が少ないか、これは、学習や社会情勢に関心が薄いた
めか、あるいは、新聞よりテレビを情報源として利用
している現代の時代的背景によるものなのか考えさせ
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られるところが大きい。
　5）新人看護婦を、「平2卒」と「平2前卒」とに
分けて見た場合、「評価4」を多く出しているのが
「平2前卒」に多いことからも、　「平2前卒」の方が
自己評価を高く出している傾向があると言える。
　しかし、反対に、「評価」の回答も側面によって
は、　「平2前卒」の方が多く出ている場合もある。
したがって、「平2前卒」について言えば、「満足し
ている人」と「満足していない人」との両極端に分か
れる傾向があると言えないだろうか。
　　側面別で見た場合、最も大きな差が出ているの
は、rC」の「評価4」で、「平2前卒」が17．96％
と上回っていることは前に述べた。これは、「平2前
卒」の人は、いくらかの臨床経験をもっているため、
仕事に少なからず自信を持っていることが反映されて
いると思われる。
　6）　「本校卒」と「他校卒」で分けて見た場合、「本
校卒」の方が、自己評価を高く出している傾向がある。
これは「他校卒」の方が自己に対して厳しい評価をし
ているということであろうか。このことは、個人別平
均の低い方から取り出した5名がすべて「他校卒」で
あったことともつながる。
　7）〔図4〕で現在の仕事に対する意欲について高
い方に属していたのは、産婦人科、OP室、小児科で
あったが、これは個人別平均の高い5名の所属でも小
児科、産婦人科があげられたことと関連性があると思
われる。
　5．まとめ
　本研究では、もっぱら新人看護婦の自己評価によっ
て職場に於ける態度、行動、意識について分析した。
その結果、平成2年3月卒業生と比較して、平成2年
前卒業生の方が、仕事の側面などにおいて高い評価を
出していることや、本校卒業生と他校卒業生とでは、
本校卒業生の方が全体的に高い評価をしていることな
どが明らかとなった。
　また、所属統計別では、産婦人科、OP室が現在の
仕事に100％満足しているとの大変興味深い結果を得
た。これは、今年に限ったことなのか、あるいは職場
によるものであるのか、今後さらに研究を重ねて明ら
かにして行く必要があると思う。
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表3．新人看護婦の態度と行動・意識の自己評価達成率
NO 調　査　項　　目 ’　成率 NO 調　…査　項　　目 達成里
A 1 責任者及び指導者のオリエンテーションは自分にとって十分でしたか 100％
E人
27上司・同僚からの指示や援助をこだわりなく受け入れられますか 97％
職テ 6 上手に出来なかった仕事に対して先輩はフォローをしてくれましたか 99％ 間 26他人を常に批判したり評価せず、その人のあるがままを受け入れ
場［ 3 先輩のオリエンテション璋判りやすい説明でしたか 98％ 関 理解しようとしますか 95％
オシ 8 所属のオリエンテーション内容は充実していましたか 98％ 係 28上司・同僚からのフィードバックを素直に受け入れられますか 95％
リョ 5 忙しい時でも先輩達は手を抜かないで丁寧に説明してくれましたか 96％ に 25他人の立場を理解出来ますか 89％
エン 7 所属のオリエンテーションアログラムは教育的で計画性がありましたカ 95％ つ 30患者の話しはよく聞く事が出来ますか 88％
ン 2 先輩の受け入れは親切で入りやすかったですか 94％ い 29量者には何でも話せますか 77％
4 理論的で科学的な説明でしたか 91％ て 31ゑ者と話したあと疲労襲が獲りますか 65％
B 9 所属の特殊性をつかむことが出来ましたか 95％
F職基
32挨拶は自分の方から積極的に出来ますか 96％
業 10あなたの所属の動務体制に満足していますか 83％場本 33身だしなみに気を使っていますか 96％
務 14仕事に対する知識・技術を身に付けるよう学習していますか 75％に的 34人と話す時に丁寧な言葉遣いに心掛けていますか 91％
適 13自分の仕事場を使いやすいよう整理整頓が出来ますか 75％於怨 36常に明るく笑顔で接していますか 89％
応 11仕事は正確にミスのないよう出来ましたか 52％け度 35電諸の応対はメモを取り復唱し、正確に伝達が出来ますか 82％
12手際よく仕事を片付けられますか 44％る 37自分の素直な気持ちを他人に出せますか 65％
C 16事故を起こさないよう確認を十分にしていますか 85％ G 41余暇は自分なりに工夫して楽しんでいますか 75％1
仕側 15知っている事、知らない事を明確に表現出来ますか 80％気ゆ 40自分のべ一スで行動していますか 63％．
事 18今の仕事に慧欲を持つ事が出来ますか 79％持と 42ストレスの処理は出来ていますか 60％
の面 17看護援助は優先度を考えた進め方をしていますか 71％のり 39家に帰ってかち本を読む時間をつくれますか 39％
38新聞は毎日読んでいますか 30％
D
行 22いつでも同僚と鴇力して仕事が出来ますか 89％
動 21他人の嫌がる仕事を率先してやっていますか 82％
上 24看護行為を行なう時、手順は必ず確認してから行動してますか 80％
の 23現在は自由に計画通り動けますか 63％
側 20自分は自信のある行動をとる事が出来ますか 48％
面 19仕事がパニックになった時、落着いた行動がとれますか 36％
